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　表2-1～2-3がそれぞれ「やりとり」「理解」「表現」のモード別一覧表である。これは、表1の中上級4レベルの「言語行動目標」を
達成するための「スキル」と、それに有効な「授業活動」を記述したものである。表中、レベルの分類基準と記載基準は以下の通りで
あり、「記載基準」の1～3は、表2-1～2-3の「スキル」「授業活動」欄の1～3にそれぞれ対応している。

モード レベルの分類基準 記　載　基　準

やりとり

・日常的な話題から抽象的な話題へ
・大まかな説明から細かい説明へ
・命題重視から待遇重視へ
・短い表出・理解から長い表出・理解へ
・既習内容の活用から応用へ

� 内容の幅と深さ

� 働きかけ

3 反応

理　　解

・短いものから長いものへ
・事実説明から幅広く専門的なジャンルへ
・単独のストラテジーから複雑かつ複数のストラテジー使用へ
・大まかな理解から速く正確な理解へ
・既習内容の確実な理解から応用へ

� 対象となる内容

� ストラテジー

3 解釈レベルの程度

表　　現

・ レポートを書くためのパーツから段落のある論理的な構造のある文章へ
・正確でより複雑な表現へ
・データや引用を用いたより客観的で論理的なものへ
・短いものから長いプレゼンへ

� 使われる表現

� 組み立て能力

3 プレゼン技法

　なお、初級は目的、対象、期間等の異なるコースが複数並行して行われていることから、モード別にせず、従来の「文
法」「口頭表現」「漢字語彙」の3科目で表1の言語行動目標に基づいて行っている。

　3モード別に掲載されている「言語行動目標」「スキル」「授業活動」が意味するものは、以下の通りである。

「言語行動目標」 ： 「多文化交流科目」の目的を達成するために、各レベルでできるようになることを目指すもの

「　スキル　」  ：  言語行動目標を可能にするために、各レベルで身に付けることが必要となる具体的な言語行動

「 授 業 活 動 」  ：  各スキルを身につける有効な方法として、実際に授業の中で行った活動の具体例

〈北海道大学日本語スタンダーズとは〉

1
課題を認識する

●分析力　

●情報収集力

●多様性への気づき

●異文化理解

●課題発見

やଞऀの話をฉき、ͦの内容を客観的にѲ・理解ٛߨ・
することができる。

・దなใをࡧݕ・ऩूし、ͦれを理・ਫ਼ࠪすること
ができる。

・ҟなる文化・Ձ観・ଶ度をଚ重することができる。
・ࣗの語や文化について客観的に͑ߟることができる。
やࣗらௐてಘたใを、身ۙな事ฑに引き付けてٛߨ・

ることができる。また、ͦの՝題を指ఠすることがで͑ߟ
きる。

2
ともに考える

●ファシリテーション

●説得力

●論理的思考力

●ディスカッション

●コミュニケーション力

・ࣗの意ݟをわかりやすく؆ܿにまとめ、ͦれをάループ
やνーϜでاը・ӡӦにつな͛ることができる。

・ࣗの意ݟを論理的にॱং立てて͑、૬खを説ಘする
ことができる。

・客観的なデータにͮجき、ࣗのओுを論理的に組み立
てることができる。

・άループで理解をڞ有し、ٞ論することができる。
・૬खの意ݟに対し、దかつॊೈに対応・࣭すること

ができる。

3
解決に向け
実行する

●チームワーク

●リーダーシップ

●交渉力

●情報活用力

・άループやνーϜでの活動でࣗのׂをݟつけ、ੵۃ的
に行動できる。

いにྀしつつ、άループやνーϜでの活動をલਐさͤޓ・
ることができる。

力して՝題にऔり組Ήことができڠ、をଚ重しݟいの意ޓ・
る。活動のなかでޓいのଥڠをݟつけることができる。

・ऩूしたใ・ࢿྉをదな方法でੳし、໘・目的
に応͡て活用することができる。

　それに伴い、従来の「読む」「聞く」「書く」「話す」の 4 技能に、「漢字語彙」と「文法」を加え
た 6 科目でなされていた日本語コースのカリキュラムを改編し、留学生と日本人学生が協働して行う活
動を支える「ことば」「コミュニケーション」としての日本語教育を提供している。本スタンダーズ（表 1
～2）はそのために必要な日本語とは何か、具体的にどんなことをするかを「レベル別」および「モー
ド別」に記述したものである。

　本機関は、留学生と日本人学生がともに学び、様々な社会的問題の解決に向けた新たな手段、
文化を継続的かつ具体的に生み出していけるような、新しい社会構築のための即戦力となる人材
養成を目指している。そのために、平成 23 年度より外国人留学生と日本人学生が協働して学ぶ
交流授業「多文化交流科目」を創設し、本機関で提供する日本語コースの中核に据えている。「多
文化交流科目」で育成を目指すスキルは以下の通り、大きく3 つに分けることができる。

多文化交流科目で育成を目指すスキル

①やりとりモード ②理解モード ③表現モード

話す・聞く
（日常会話、討論、電話など）

書く・読む
（メール交換など）

聞く
（テレビ、ラジオ、放送、案内、講義など）

読む
（広告、新聞、小説、論文など）

話す
（プレゼンテーション、スピーチなど）

書く
（レポート、ポスターなど）

〈レベル設定〉

　レベルとしては、従来の日本語コースのレベルに合わせて上級1レベル、中級3レベル、初級4レベルの8レベルを設定してい
る。上級は、「多文化交流科目」で必要とされる各スキルの弱い部分を、学習者が自ら選択してトレーニングできるようにトピッ
クまたはスキル別に設定されている。初級レベルで目指すのはいわゆる市販されている初級日本語教材の修了レベルである。
また、「多文化交流科目」は、当初、上級日本語レベルのみを開設していたが、最終的には学習者がレベルを問わず自由に履修
できる方向性を考え、現在は中級レベルの「多文化交流科目」も多数開講しており、将来的に初級レベルの科目開講も目標とし
ている。

〈モード設定〉

　コミュニケーション能力の記述は、21 世紀のグローバル社会を生き抜く資質・能力を獲得し、言語を使ってつながりを作
り、他者と協働して社会を創造していくことを言語教育の目標としている「外国語学習のめやす」（http://www.tjf.or.jp/
meyasu/）を参考に、以下の「やりとり」「理解」「表現」の 3 つのモードで示している。

〈レベル別言語行動目標〉

〈北大日本語スタンダーズモード別一覧表〉

　レベル別に言語行動目標を示したものが表1である。上記「多文化交流科目」で行う活動に必要な言語行動を「やりとり」「理解」
「表現」のモード別に抽出して示し、それらを支える日本語を上級から初級までレベル別に示したものである。
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に応͡て活用することができる。

　それに伴い、従来の「読む」「聞く」「書く」「話す」の 4 技能に、「漢字語彙」と「文法」を加え
た 6 科目でなされていた日本語コースのカリキュラムを改編し、留学生と日本人学生が協働して行う活
動を支える「ことば」「コミュニケーション」としての日本語教育を提供している。本スタンダーズ（表 1
～2）はそのために必要な日本語とは何か、具体的にどんなことをするかを「レベル別」および「モー
ド別」に記述したものである。

　本機関は、留学生と日本人学生がともに学び、様々な社会的問題の解決に向けた新たな手段、
文化を継続的かつ具体的に生み出していけるような、新しい社会構築のための即戦力となる人材
養成を目指している。そのために、平成 23 年度より外国人留学生と日本人学生が協働して学ぶ
交流授業「多文化交流科目」を創設し、本機関で提供する日本語コースの中核に据えている。「多
文化交流科目」で育成を目指すスキルは以下の通り、大きく3 つに分けることができる。

多文化交流科目で育成を目指すスキル

①やりとりモード ②理解モード ③表現モード

話す・聞く
（日常会話、討論、電話など）

書く・読む
（メール交換など）

聞く
（テレビ、ラジオ、放送、案内、講義など）

読む
（広告、新聞、小説、論文など）

話す
（プレゼンテーション、スピーチなど）

書く
（レポート、ポスターなど）

〈レベル設定〉

　レベルとしては、従来の日本語コースのレベルに合わせて上級1レベル、中級3レベル、初級4レベルの8レベルを設定してい
る。上級は、「多文化交流科目」で必要とされる各スキルの弱い部分を、学習者が自ら選択してトレーニングできるようにトピッ
クまたはスキル別に設定されている。初級レベルで目指すのはいわゆる市販されている初級日本語教材の修了レベルである。
また、「多文化交流科目」は、当初、上級日本語レベルのみを開設していたが、最終的には学習者がレベルを問わず自由に履修
できる方向性を考え、現在は中級レベルの「多文化交流科目」も多数開講しており、将来的に初級レベルの科目開講も目標とし
ている。

〈モード設定〉

　コミュニケーション能力の記述は、21 世紀のグローバル社会を生き抜く資質・能力を獲得し、言語を使ってつながりを作
り、他者と協働して社会を創造していくことを言語教育の目標としている「外国語学習のめやす」（http://www.tjf.or.jp/
meyasu/）を参考に、以下の「やりとり」「理解」「表現」の 3 つのモードで示している。

〈レベル別言語行動目標〉

〈北大日本語スタンダーズモード別一覧表〉

　レベル別に言語行動目標を示したものが表1である。上記「多文化交流科目」で行う活動に必要な言語行動を「やりとり」「理解」
「表現」のモード別に抽出して示し、それらを支える日本語を上級から初級までレベル別に示したものである。



表 �　レベルผߦޠݴಈඪ

レベル やりとり 理　　解 表　　現

多 

文 

化 

交 

流 

科 

目

➢ࣗの意ݟを論理的に͑、૬खを
説ಘすることができる。

➢খάループで理解をڞ有し、各ࣗの
意ݟを出し߹い、まとめることが
できる。

➢ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌ
たすことができる。

➢専門Ոの解説に対してదに反応、
࣭することができる。

➢目的と໘にあわͤてదな文໘で
ϝールを書くことができる。

➢ֶज़的な内容をৄ細に理解すること
ができる。

➢内容を客観的に理解し、身ۙな事ฑ
に引きつけて͑ߟることができる。

➢目的に応͡て必要なใをదな方
法でࡧݕ・ऩूすることができる。

➢ಘられたใをదに理、ਫ਼ࠪし、
出すことݟ有のテーϚや՝題をݻ
ができる。

➢ऩूしたใ・データをదな方法
でूܭ・ੳし、目的に応͡て活
用することができる。

➢理解した内容とࣗの意ݟを、わか
りやすく؆ུにまとめてൃ表する
ことができる。

➢ௐた内容とࣗの意ݟを、説ಘ力
ある文章にまとめることができる。

を立ててےした内容についてಓֶݟ➢
論理的に文章化することができる。

➢目的に߹ったௐࠪ方法をݕ౼し、実
。することができるࢪ

➢実際の活動のܭըを組み立て、明ࣔ
化した্で実ફすることができる。

上�

級

૬༰Εな͍話໘ʹ͓͍ͯ、ฏ
ʹҙݟΛڞ༗ͭͭ͠、ͬͱޮ
Ռతなํ๏Ͱٞ論͠߹ͬͯ૬ޓཧղ
Λಋく͜ͱͰ、ڞ௨ͷ目తͷୡʹ
༩すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻد

目తʹԠͯ͡ใΛूΊ、ߴな内
༰Λৄࡉʹཧղ͠、ੳ、活༻すΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

510 Λྀͨ͠దな語۟Λબ
͠、説ಘྗͷ͋Δදٕݱ๏Λ༻͍ͯ
ޮՌతʹهड़・දݱͰ͖Δɻ

中�

級�

3

͕ࣗ言͍͍ͨ͜ͱΛ༷ʑなදݱΛ
ޮՌతʹྲྀͯͬெ͔ͭࣗવʹදݱ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖、૬खʹରͯ͠ॊೈ
ʹޮՌతʹରԠすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

トピοΫʹؔなく、くͯෳࡶな
内༰ΛৄࡉʹཧղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ෳࡶな話ʹ͍ͭͯ、論ཧతʹ໌ྎ
すΔ͜ͱ͕Ͱݱड़・දهʹࡉৄ͔ͭ
͖Δɻ

中�

級�

2

ΑΓ෯広͍話ʹ͍ͭͯ、ਖ਼֬ʹ言
༿Λ͜͏ͱ͕Ͱ͖、ͦͷʹ;͞
Θ͍͠ஸೡ͞Ͱ、͓͍ޓʹストレス
Λ͡ײΔ͜ͱなく、ର話ؔΛҡ
な͕ΒࣗવʹΓͱΓ͕Ͱ͖Δɻ࣋͠

దなϦιースΛ͍、༷ʑな目త
内༰ͷछྨʹ߹Θͤͯ読Έํ・聞
͖ํΛม͑な͕Β、ポΠントΛཧղ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

༷ʑな話ʹ͍ͭͯ、ؔ࿈すΔใ
Λ活༻͠な͕Β、໌͔֬ͭৄهʹࡉ
ड़・දݱすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

中�

級�

1

日常తな話͚ͩͰなく、ඇ日常త
Ͱநతな話ʹ͍ͭͯ、ࣗͷ
ҙݟΛද໌ͨ͠Γ、ใΛ交換ͨ͠
Γ、話͠߹͍ΛすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

؆ܿな࣮ؔࣄͷ内༰Λ、ेʹཧ
ղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ΑΓ広͍ൣғͷࣄฑʹ͍ͭͯ、͋Δ
ఔ·ͱ·ͬͨ内༰Λ、ਖ਼֬Ͱద
な語۟文Λهͯͬड़・දݱすΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

初 

級 

4

ࣗがఆしていないঢ়گに͓いて
も、ֶΜͩ語۟や文を使って、૬ख
のڠ力をಘられれ、ࣗの意ݟを
表明したり、ใを交したりでき
る。

短い؆単な内容を理解することがで
きる。

ࣗの身のपりやؔ৺のある事ฑに
ついて、ある程度まとまった内容を、
झࢫが通͡る程度に表現することが
できる。

初 

級 

3

ࣗがఆしているൣғで、ֶΜͩ
語۟や文からબして、૬खのڠ力
をಘられれやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文を理解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑを、短い語
۟や文をฒて表現することができ
る。

初 

級 

2
／
1

ࣗがఆしているൣғで、جຊ的
な言いճしを使って、૬खのڠ力を
ಘられれ؆単なやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文のうͪ、͝くجຊ的なものを理
解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑについて、
短い語۟や文で表現することができ
る。

表 ���　やりとり

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 複߹的にབྷみ߹ったり૬ޓのओ観がͿつかり߹
うঢ়گʢ࣏࢟・ࠩ別のようなॾࣾձ題、
རが૬反する໘なͲʣをճආすることなく、
。的に対応することができるۃੵ

� 立のҧいによるओுを交ব、説ಘ、ௐしな
がら、ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌたす
ことができる。

3 ଞਓの意ݟやίϝントにॊೈに反応しʢ্खに
反論・గ正、反応に応͡て話し方をม͑るʣ、的
確な࣭・ίϝントを行うことで、શ体のԁ
なਐ行に立てることができる。

ରのΛ࡞ΔϑΝγϦςーγϣϯ࣮ફʜ
� � 3

正解の出にくいテーϚをઃఆして対話を実ફし、う
まくਐΜͩか൱か、ͦれはなͥかをࣨڭ、͑ߟ֎の
対話につな͛る。
Λ༧ଌ͢ΔσΟベーτ࣮ફʜ� � 3
࣏的ओ題なͲについてߠఆ・൱ఆにかれ、立
論͓よͼ૬खの意ݟを༧ଌした反論を組み立てる。
ジャοジのϦΞルタΠϜΞϊテーγϣンとともにৼ
りฦりが行われる。

中
級
3

� 複雑でߴ度な話題ʢࡁܦ・࣏・法・化ֶな
Ͳʣについて、ޓいのใ・意ݟを有効に活用し、
やりとりすることができる。

� 話しにくい事ฑについても、૬खのؾをす
ることなく、దな表現を使ってड़ることが
できるʢ΅かしや言いさし表現なͲの使用ʣ。

3 ʢԕճしな表現なͲʣඍົなχϡΞンスにӅされ
た言֎の意味ʢࣾձ的習׳ʣを理解し、正しく
反応することができる。

ຊのٙ解ܾϛχドϥϚʜ� � 

文化的ຎࡲの事例をಡみ、解ܾࡦをؚΉγφϦΦを
Өする。目্をஔし待遇表現ࡱってドラϚを࡞
を使う。
ֶੜࣗ࡞のՌΛࡐڭʹͨ͠σΟεΧογϣϯʜ
� 3

ֶੜࣗらԻしたϩールプレΠと࡞成したϝールを
にશ体デΟ࣍、ྉに、まͣϐΞレスポンスを行いࡐ
スΧογϣンでͮؾきをڞ有する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルの話題について、内容の度߹い
をௐしながらやりとりすることができるʢ૬
खのڵ味を༠う、࣭なͲを交͑ながら反応ʣ。

� ໘のվまり度にあったड़方ができるʢ؆単
なલஔき、ఆܕ表現の使用ʣ。

3 ૬खの反応にあわͤてड़方をม͑ることがで
きるʢϑΟラー、૬ͮͪの使用、必要なใの
Ճʣ。

ຊޠϛείϛϡχέーγϣϯ࠲ߨʜ� � 

文化的എܠのҧいからੜ͡うるίϛϡχέーγϣン
のࣦഊ例とͦの解ܾࡦを͑ߟ、解説する。

తΞχϝΞϑレί࣮ફʜ� � 3
உঁ、ྸ、ؔੑによる言༿のҧいを意ࣝしΞϑ
レίをするとともに、ΦϦジφルのଓฤを੍࡞し、
ൃ表する。

中
級
1

� 身ۙな話題ʢࣗの専߈、ࠃの文化・ࣾձʣ
について、っていることやࣗの͑ߟを؆単
にड़たり、૬खにൃ言をٻめたりすることが
できる。

� ૬खにࣗの意ਤを正確に͑ることができる
ʢ話の目的とഎܠを͑る、ଓࢺの使用、話の
内容のम正ʣ。

3 ૬खの話に正しく反応することができるʢฉき
ฦす、ಉௐʣ。

ϑϩーνϟーτʹ基ͮ͘ΠϯλϏϡー࣮ફʜ� �� �
ΫラスϝΠトに立つใを͑るため、日ຊਓに
ΠンタϏϡーする。確実にใをಘるくల։を༧
ଌしϑϩーνャートを࡞って͓く。

ཹֶੜʹΑΔຊͰの͓Έ૬ஊࣨʜ� � 3
ֶੜが日ຊでૺ遇したみを題ࡐに、࢘ձ、૬ஊऀ、
解ܾࡦをఏࣔするճऀにかれ൪組を࡞成する。

表 ���　理解

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 専門ֶज़的な内容ʢߨ ・ٛ解説・論文・ֶ ज़書なͲʣ
を理解し、ࣗの言༿・文຺で説明することが
できる。

� దな方法で必要なใをࡧݕ・ऩू、औࣺબ
することができる。

3 ใをదに理、ਫ਼ࠪすることができるʢ
ใやデータのूܭ、ൺֱ、൷的ੳʣ。

ࣄΛ理解͢ΔͨΊのࡧݕとʁ
ෳのใ͔Βؔ࿈ੑΛ͚ͭݟΔʜ� � � 3
� つのࣾձ的事象についてใࡧݕし、付ᝦでڞ有
してใのؔ࿈ਤを࡞成する。これを܁りฦし、複
数の視・意ݟをऔりࠐΜͩൃ表としてまとめる。
ΈΜͳͰಡΊ理解͕ਐΉ
ΫϦςΟΧルɾϦーσΟϯάʜ� � 3
抽象度のߴいテキストをدͪ࣋り、ΰールとなる
い、ͦこにたͲりつくまでのա程をάループでઃఆ
し、ಡみをਐめていく。

ө૾Λ௨ͨ͠ຊޠɾຊࣾձのଟ֯త理解ʜ 3
日ຊࣾձにؔするテーϚのө૾をもとに、多֯的に
൷的ݕ౼をՃ͑、ຖճࣗの意ݟとしてまとめる。

中
級
3

� より広いジャンルの長くて複雑なൃ話やձ話、
文章を理解することができるʢχϡース、ใ
がෆेなձ話、論説文・ใࢽ・৽ฉه事なͲʣ。

� 複数のストラテジーをదにબしたり組み߹
わͤたりして理解することができるʢスキϛン
άやスキャχンάなͲʣ。

3 話しखや書きखの構成・意ਤにԊって、ৄ細に
内容を理解することができる。

৽ฉ記ࣄͰ༧ଌɺεΩϛϯάɺεΩϟχϯάʜ � �
大ݟ出しから内容を༧ଌする。大ݟ出し・খݟ出し
をつな͛大まかな内容を理解する。ݟ出しのใが
あるݸॴをه事から୳す。

5&%Ͱฉ͘ɾݟΔϚルνϦιーεのεϐーνʜ 3
日ຊ൛ 5&% をݟて、言༿にՃ͑Իௐ、表、身ৼり、
スラΠドをใݯとし、スϐーνから、い・Τϐιー
ド・Ұ൪͑たいՕॴを抽出する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルのまとまったൃ話やձ話、文章
を理解することができるʢ3、� 段落の独話、
語文なͲʣ。

� 目的や内容に応͡て༷ʑなฉき方やಡみ方を使
うことができるʢਤ表のใ・ਓؒؔ・文຺
なͲをଊ͑た༧ଌ・ਪଌʣ。

3 内容のポΠントを確実に理解することができる
ʢ意ਤ・論・ͪ࣋ؾの理解ʣ。

4/4Ͱจܕの༻๏֬ೝʜ �
ಡ解ࡐڭで使用されている文ܕ・表現が、4/4 で、
Ͳのような文຺・ؔੑに͓いて、Կを͑るため
に使用されているかを͑ߟる。
༰Λ理解͢ΔͨΊʹɿϘτϜΞοϓ͔Β
ςΩετの֎ʜ� � 3
指ࣔࢺ、෭ࢺ、文表現なͲの目ҹから文章の࿈ଓ
ੑやల։を理解した্で、খ説なͲ、文章のഎܠ・
ଞのテキストを౿ま͑たಡみ方が必要なものをಡΉ。

中
級
1

� ある程度まとまったൃ話やձ話、文章を理解す
ることができるʢ�、3 段落の独話、ձ話、説明文、
ΤοηΠなͲʣ。

� 使われている文法や語ኮ、表現にもとͮいてϘ
トϜΞοプで理解することができるʢ文章構造、
。的表現、指ࣔ語、文表現なͲʣؒ࣌

3 ॳڃの既習߲目からなる短文や話しことのಛ
があるൃ話ʢԻม化・Իௐʣを正確に理解
することができる。

/),�XFC�FBTZ ͓Αͼ/),�XFCΛԻಡɾಡ解ʜ �
"� � ຕに͓さまるྔのҰൠಡऀけχϡースか
ら内容をਪଌし、֎ࠃਓけχϡースで内容を確ೝ
する。

ਤॻؗΊ͙りと࣍Λར༻ͨ͠ຊのਪનʜ� �
ਤ書ؗでڵ味のあるຊをࡧݕし、目࣍から内容をਪ
ଌして、֓要をάループでൃ表。ฉきखはҰ൪ಡみ
たいຊをબͿ。

σΟΫςーγϣϯͰຊޠのਫ਼ΛߴΊΔʜ� � 3
デΟΫテーγϣンの࡞業を通͡て、ॳڃまでに出て
きた文法・語ኮをࣗで確ೝ・म正し、正確な日ຊ
語習ಘ・ӡ用を目指す。

表 ���　表現

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� ໘に;さわしい表現・ಡみखあるいはฉき
खにとってわかりやすい表現についてྀߟし、
表現を使いけることができるʢ語と語
のόランスʣ。

� ਤや表をదに引用し、࣭・ྔともにదな
ؔ࿈ใを用い、明確な構成ʢྻܥ࣌・แؚ・
対立なͲʣを以てఏࣔし、هड़・表現できる。

3 ѻうトϐοΫについてのؔ࿈ใをదٓՃ͑、
ड़・表現でهいて論理的かつৄ細にͮجにڌࠜ
きるʢレジϡϝ・スラΠドの使用、明確な構造
を࣋つ長いൃ表、説ಘ力のある表現の使用ʣ。

や͍͞͠ຊޠͰதֶڃੜの࣭ʹ͑Δʜ� � �
中ڃのֶੜからの࣭に͑るため、語を中৺
とする「やさしい日ຊ語」とਤ表を用いてࢿྉを
のֶੜにかりにくいॴを指ఠしڃ成する。中࡞
てもらう。

৽ฉʹҙݟॻΛͯ͠ߘΈΑ͏ʜ� 3
ࣾձ題について複数の文ݙを用いてௐࠪした্
で、ಡみखをఆし、意ݟ文を「ですます体」で
��� 。以内にまとめるࣈ

中
級
3

� 複雑な話題についてよりߴ度な表現ʢ໊ࢺ化、
࿈用中ࢭ法、దなଓࢺ、χϡΞンスをՃ
͑た表現なͲʣを使ってड़ることができる。

� 論理的に意ݟをड़たりʢデΟスΧογϣンʣ、
段落を用いて論理的な文章を書くことができ
るʢং論・ຊ論・݁論のあるレポートʣ。

3 説ಘ力のある �� 程度のプレゼンテーγϣン
ができるʢ有効なഔ体の使用ʣ。

ষཱͯ͞Εͨจࣜܗのレϙーτ࡞ʜ �
レポート࡞成のա程をֶͿ。ᶃϚΠンドϚοプで
ϒレΠンストーϛンά、ᶄ中৺文を意ࣝした文章
構成、ᶅ૬ޓにίϝントし߹い構成や内容をݕ౼。

ෳのใΛ·とΊΔϒοΫτーΫʜ� �� 3
、味のあるテーϚについてओுのҟなる複数のຊڵ
をまとめڌ事、αΠトを୳し、各ओுとͦのࠜه
てޱ಄でൃ表する。

中
級
2

� ༷ʑな話題についてよりదな表現を使って
ड़ることができるʢྨࣅ表現の使いけ、
データの使用ʣ。

� よりదに文章を組み立て、明確に意ݟをड़
ることができるʢデータ・ࠜڌのఏࣔʣ。

3 わかりやすくスϐーνやプレゼンテーγϣン
をすることができるʢؒ࣌・ྔに応͡たௐ、
内容の要ʣ。

Ͱࣔࣾ͢ձࣄのൃ表ʜ� � �
ࣾձ事象をࣔす数データをूめ、ͦのデータの
みをఏࣔしてޱ಄で説明をする。
ෳஈམ͔ΒͳΔઆ໌จΛॻ͖ɺϙελーൃ表ʜ
�� 3

डけखがらないことをかりやすく説明するた
め、複数段落からなる説明文を書き、എܠなͲの
。をՃ͑てポスターにまとめるڌࠜ

中
級
1

� ΞΧデϛοΫな໘で必要な表現を使うこと
ができるʢ書き言༿と話しことのҧいの理
解、指ࣔࢺ、理༝・目的・݁Ռ・ൺֱ・ఆٛ
の表現の使用ʣ。

� దに文章を組み立て、هड़・表現することが
できるʢ段落を用いた文章のల։ʣ。

3 意ݟをड़たり、まとまった内容を �、3 程
度でൃ表することができる。

୯จ͔ΒஈམɿจষΛॻ͖ɺʮͰ͢·͢ମʯͰεϐーνʜ
� �� 3

単文で書いた͑ߟを段落へまとめていく。文体の
౷Ұを意ࣝし、「である体」で書いた文章を「です
ます体」にม͑、ฉきखを意ࣝしてスϐーνする。

த͔�ڃΒͤΔʮࣗ分のઐʯʜ� �� 3
専門についてൃ表を行うことで、日ຊ語で
͑られるというࣗ৴をつける。語の使用、スラ
Πドのでฉきखに͑る。



表 �　レベルผߦޠݴಈඪ

レベル やりとり 理　　解 表　　現

多 

文 

化 

交 

流 

科 

目

➢ࣗの意ݟを論理的に͑、૬खを
説ಘすることができる。

➢খάループで理解をڞ有し、各ࣗの
意ݟを出し߹い、まとめることが
できる。

➢ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌ
たすことができる。

➢専門Ոの解説に対してదに反応、
࣭することができる。

➢目的と໘にあわͤてదな文໘で
ϝールを書くことができる。

➢ֶज़的な内容をৄ細に理解すること
ができる。

➢内容を客観的に理解し、身ۙな事ฑ
に引きつけて͑ߟることができる。

➢目的に応͡て必要なใをదな方
法でࡧݕ・ऩूすることができる。

➢ಘられたใをదに理、ਫ਼ࠪし、
出すことݟ有のテーϚや՝題をݻ
ができる。

➢ऩूしたใ・データをదな方法
でूܭ・ੳし、目的に応͡て活
用することができる。

➢理解した内容とࣗの意ݟを、わか
りやすく؆ུにまとめてൃ表する
ことができる。

➢ௐた内容とࣗの意ݟを、説ಘ力
ある文章にまとめることができる。

を立ててےした内容についてಓֶݟ➢
論理的に文章化することができる。

➢目的に߹ったௐࠪ方法をݕ౼し、実
。することができるࢪ

➢実際の活動のܭըを組み立て、明ࣔ
化した্で実ફすることができる。

上�

級

૬༰Εな͍話໘ʹ͓͍ͯ、ฏ
ʹҙݟΛڞ༗ͭͭ͠、ͬͱޮ
Ռతなํ๏Ͱٞ論͠߹ͬͯ૬ޓཧղ
Λಋく͜ͱͰ、ڞ௨ͷ目తͷୡʹ
༩すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻد

目తʹԠͯ͡ใΛूΊ、ߴな内
༰Λৄࡉʹཧղ͠、ੳ、活༻すΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

510 Λྀͨ͠దな語۟Λબ
͠、説ಘྗͷ͋Δදٕݱ๏Λ༻͍ͯ
ޮՌతʹهड़・දݱͰ͖Δɻ

中�

級�

3

͕ࣗ言͍͍ͨ͜ͱΛ༷ʑなදݱΛ
ޮՌతʹྲྀͯͬெ͔ͭࣗવʹදݱ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖、૬खʹରͯ͠ॊೈ
ʹޮՌతʹରԠすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

トピοΫʹؔなく、くͯෳࡶな
内༰ΛৄࡉʹཧղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ෳࡶな話ʹ͍ͭͯ、論ཧతʹ໌ྎ
すΔ͜ͱ͕Ͱݱड़・දهʹࡉৄ͔ͭ
͖Δɻ

中�

級�

2

ΑΓ෯広͍話ʹ͍ͭͯ、ਖ਼֬ʹ言
༿Λ͜͏ͱ͕Ͱ͖、ͦͷʹ;͞
Θ͍͠ஸೡ͞Ͱ、͓͍ޓʹストレス
Λ͡ײΔ͜ͱなく、ର話ؔΛҡ
な͕ΒࣗવʹΓͱΓ͕Ͱ͖Δɻ࣋͠

దなϦιースΛ͍、༷ʑな目త
内༰ͷछྨʹ߹Θͤͯ読Έํ・聞
͖ํΛม͑な͕Β、ポΠントΛཧղ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

༷ʑな話ʹ͍ͭͯ、ؔ࿈すΔใ
Λ活༻͠な͕Β、໌͔֬ͭৄهʹࡉ
ड़・දݱすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

中�

級�

1

日常తな話͚ͩͰなく、ඇ日常త
Ͱநతな話ʹ͍ͭͯ、ࣗͷ
ҙݟΛද໌ͨ͠Γ、ใΛ交換ͨ͠
Γ、話͠߹͍ΛすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

؆ܿな࣮ؔࣄͷ内༰Λ、ेʹཧ
ղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ΑΓ広͍ൣғͷࣄฑʹ͍ͭͯ、͋Δ
ఔ·ͱ·ͬͨ内༰Λ、ਖ਼֬Ͱద
な語۟文Λهͯͬड़・දݱすΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

初 

級 

4

ࣗがఆしていないঢ়گに͓いて
も、ֶΜͩ語۟や文を使って、૬ख
のڠ力をಘられれ、ࣗの意ݟを
表明したり、ใを交したりでき
る。

短い؆単な内容を理解することがで
きる。

ࣗの身のपりやؔ৺のある事ฑに
ついて、ある程度まとまった内容を、
झࢫが通͡る程度に表現することが
できる。

初 

級 

3

ࣗがఆしているൣғで、ֶΜͩ
語۟や文からબして、૬खのڠ力
をಘられれやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文を理解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑを、短い語
۟や文をฒて表現することができ
る。

初 

級 

2
／
1

ࣗがఆしているൣғで、جຊ的
な言いճしを使って、૬खのڠ力を
ಘられれ؆単なやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文のうͪ、͝くجຊ的なものを理
解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑについて、
短い語۟や文で表現することができ
る。

表 ���　やりとり

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 複߹的にབྷみ߹ったり૬ޓのओ観がͿつかり߹
うঢ়گʢ࣏࢟・ࠩ別のようなॾࣾձ題、
རが૬反する໘なͲʣをճආすることなく、
。的に対応することができるۃੵ

� 立のҧいによるओுを交ব、説ಘ、ௐしな
がら、ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌたす
ことができる。

3 ଞਓの意ݟやίϝントにॊೈに反応しʢ্खに
反論・గ正、反応に応͡て話し方をม͑るʣ、的
確な࣭・ίϝントを行うことで、શ体のԁ
なਐ行に立てることができる。

ରのΛ࡞ΔϑΝγϦςーγϣϯ࣮ફʜ
� � 3

正解の出にくいテーϚをઃఆして対話を実ફし、う
まくਐΜͩか൱か、ͦれはなͥかをࣨڭ、͑ߟ֎の
対話につな͛る。
Λ༧ଌ͢ΔσΟベーτ࣮ફʜ� � 3
࣏的ओ題なͲについてߠఆ・൱ఆにかれ、立
論͓よͼ૬खの意ݟを༧ଌした反論を組み立てる。
ジャοジのϦΞルタΠϜΞϊテーγϣンとともにৼ
りฦりが行われる。

中
級
3

� 複雑でߴ度な話題ʢࡁܦ・࣏・法・化ֶな
Ͳʣについて、ޓいのใ・意ݟを有効に活用し、
やりとりすることができる。

� 話しにくい事ฑについても、૬खのؾをす
ることなく、దな表現を使ってड़ることが
できるʢ΅かしや言いさし表現なͲの使用ʣ。

3 ʢԕճしな表現なͲʣඍົなχϡΞンスにӅされ
た言֎の意味ʢࣾձ的習׳ʣを理解し、正しく
反応することができる。

ຊのٙ解ܾϛχドϥϚʜ� � 

文化的ຎࡲの事例をಡみ、解ܾࡦをؚΉγφϦΦを
Өする。目্をஔし待遇表現ࡱってドラϚを࡞
を使う。
ֶੜࣗ࡞のՌΛࡐڭʹͨ͠σΟεΧογϣϯʜ
� 3

ֶੜࣗらԻしたϩールプレΠと࡞成したϝールを
にશ体デΟ࣍、ྉに、まͣϐΞレスポンスを行いࡐ
スΧογϣンでͮؾきをڞ有する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルの話題について、内容の度߹い
をௐしながらやりとりすることができるʢ૬
खのڵ味を༠う、࣭なͲを交͑ながら反応ʣ。

� ໘のվまり度にあったड़方ができるʢ؆単
なલஔき、ఆܕ表現の使用ʣ。

3 ૬खの反応にあわͤてड़方をม͑ることがで
きるʢϑΟラー、૬ͮͪの使用、必要なใの
Ճʣ。

ຊޠϛείϛϡχέーγϣϯ࠲ߨʜ� � 

文化的എܠのҧいからੜ͡うるίϛϡχέーγϣン
のࣦഊ例とͦの解ܾࡦを͑ߟ、解説する。

తΞχϝΞϑレί࣮ફʜ� � 3
உঁ、ྸ、ؔੑによる言༿のҧいを意ࣝしΞϑ
レίをするとともに、ΦϦジφルのଓฤを੍࡞し、
ൃ表する。

中
級
1

� 身ۙな話題ʢࣗの専߈、ࠃの文化・ࣾձʣ
について、っていることやࣗの͑ߟを؆単
にड़たり、૬खにൃ言をٻめたりすることが
できる。

� ૬खにࣗの意ਤを正確に͑ることができる
ʢ話の目的とഎܠを͑る、ଓࢺの使用、話の
内容のम正ʣ。

3 ૬खの話に正しく反応することができるʢฉき
ฦす、ಉௐʣ。

ϑϩーνϟーτʹ基ͮ͘ΠϯλϏϡー࣮ફʜ� �� �
ΫラスϝΠトに立つใを͑るため、日ຊਓに
ΠンタϏϡーする。確実にใをಘるくల։を༧
ଌしϑϩーνャートを࡞って͓く。

ཹֶੜʹΑΔຊͰの͓Έ૬ஊࣨʜ� � 3
ֶੜが日ຊでૺ遇したみを題ࡐに、࢘ձ、૬ஊऀ、
解ܾࡦをఏࣔするճऀにかれ൪組を࡞成する。

表 ���　理解

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 専門ֶज़的な内容ʢߨ ・ٛ解説・論文・ֶ ज़書なͲʣ
を理解し、ࣗの言༿・文຺で説明することが
できる。

� దな方法で必要なใをࡧݕ・ऩू、औࣺબ
することができる。

3 ใをదに理、ਫ਼ࠪすることができるʢ
ใやデータのूܭ、ൺֱ、൷的ੳʣ。

ࣄΛ理解͢ΔͨΊのࡧݕとʁ
ෳのใ͔Βؔ࿈ੑΛ͚ͭݟΔʜ� � � 3
� つのࣾձ的事象についてใࡧݕし、付ᝦでڞ有
してใのؔ࿈ਤを࡞成する。これを܁りฦし、複
数の視・意ݟをऔりࠐΜͩൃ表としてまとめる。
ΈΜͳͰಡΊ理解͕ਐΉ
ΫϦςΟΧルɾϦーσΟϯάʜ� � 3
抽象度のߴいテキストをدͪ࣋り、ΰールとなる
い、ͦこにたͲりつくまでのա程をάループでઃఆ
し、ಡみをਐめていく。

ө૾Λ௨ͨ͠ຊޠɾຊࣾձのଟ֯త理解ʜ 3
日ຊࣾձにؔするテーϚのө૾をもとに、多֯的に
൷的ݕ౼をՃ͑、ຖճࣗの意ݟとしてまとめる。

中
級
3

� より広いジャンルの長くて複雑なൃ話やձ話、
文章を理解することができるʢχϡース、ใ
がෆेなձ話、論説文・ใࢽ・৽ฉه事なͲʣ。

� 複数のストラテジーをదにબしたり組み߹
わͤたりして理解することができるʢスキϛン
άやスキャχンάなͲʣ。

3 話しखや書きखの構成・意ਤにԊって、ৄ細に
内容を理解することができる。

৽ฉ記ࣄͰ༧ଌɺεΩϛϯάɺεΩϟχϯάʜ � �
大ݟ出しから内容を༧ଌする。大ݟ出し・খݟ出し
をつな͛大まかな内容を理解する。ݟ出しのใが
あるݸॴをه事から୳す。

5&%Ͱฉ͘ɾݟΔϚルνϦιーεのεϐーνʜ 3
日ຊ൛ 5&% をݟて、言༿にՃ͑Իௐ、表、身ৼり、
スラΠドをใݯとし、スϐーνから、い・Τϐιー
ド・Ұ൪͑たいՕॴを抽出する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルのまとまったൃ話やձ話、文章
を理解することができるʢ3、� 段落の独話、
語文なͲʣ。

� 目的や内容に応͡て༷ʑなฉき方やಡみ方を使
うことができるʢਤ表のใ・ਓؒؔ・文຺
なͲをଊ͑た༧ଌ・ਪଌʣ。

3 内容のポΠントを確実に理解することができる
ʢ意ਤ・論・ͪ࣋ؾの理解ʣ。

4/4Ͱจܕの༻๏֬ೝʜ �
ಡ解ࡐڭで使用されている文ܕ・表現が、4/4 で、
Ͳのような文຺・ؔੑに͓いて、Կを͑るため
に使用されているかを͑ߟる。
༰Λ理解͢ΔͨΊʹɿϘτϜΞοϓ͔Β
ςΩετの֎ʜ� � 3
指ࣔࢺ、෭ࢺ、文表現なͲの目ҹから文章の࿈ଓ
ੑやల։を理解した্で、খ説なͲ、文章のഎܠ・
ଞのテキストを౿ま͑たಡみ方が必要なものをಡΉ。

中
級
1

� ある程度まとまったൃ話やձ話、文章を理解す
ることができるʢ�、3 段落の独話、ձ話、説明文、
ΤοηΠなͲʣ。

� 使われている文法や語ኮ、表現にもとͮいてϘ
トϜΞοプで理解することができるʢ文章構造、
。的表現、指ࣔ語、文表現なͲʣؒ࣌

3 ॳڃの既習߲目からなる短文や話しことのಛ
があるൃ話ʢԻม化・Իௐʣを正確に理解
することができる。

/),�XFC�FBTZ ͓Αͼ/),�XFCΛԻಡɾಡ解ʜ �
"� � ຕに͓さまるྔのҰൠಡऀけχϡースか
ら内容をਪଌし、֎ࠃਓけχϡースで内容を確ೝ
する。

ਤॻؗΊ͙りと࣍Λར༻ͨ͠ຊのਪનʜ� �
ਤ書ؗでڵ味のあるຊをࡧݕし、目࣍から内容をਪ
ଌして、֓要をάループでൃ表。ฉきखはҰ൪ಡみ
たいຊをબͿ。

σΟΫςーγϣϯͰຊޠのਫ਼ΛߴΊΔʜ� � 3
デΟΫテーγϣンの࡞業を通͡て、ॳڃまでに出て
きた文法・語ኮをࣗで確ೝ・म正し、正確な日ຊ
語習ಘ・ӡ用を目指す。

表 ���　表現

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� ໘に;さわしい表現・ಡみखあるいはฉき
खにとってわかりやすい表現についてྀߟし、
表現を使いけることができるʢ語と語
のόランスʣ。

� ਤや表をదに引用し、࣭・ྔともにదな
ؔ࿈ใを用い、明確な構成ʢྻܥ࣌・แؚ・
対立なͲʣを以てఏࣔし、هड़・表現できる。

3 ѻうトϐοΫについてのؔ࿈ใをదٓՃ͑、
ड़・表現でهいて論理的かつৄ細にͮجにڌࠜ
きるʢレジϡϝ・スラΠドの使用、明確な構造
を࣋つ長いൃ表、説ಘ力のある表現の使用ʣ。

や͍͞͠ຊޠͰதֶڃੜの࣭ʹ͑Δʜ� � �
中ڃのֶੜからの࣭に͑るため、語を中৺
とする「やさしい日ຊ語」とਤ表を用いてࢿྉを
のֶੜにかりにくいॴを指ఠしڃ成する。中࡞
てもらう。

৽ฉʹҙݟॻΛͯ͠ߘΈΑ͏ʜ� 3
ࣾձ題について複数の文ݙを用いてௐࠪした্
で、ಡみखをఆし、意ݟ文を「ですます体」で
��� 。以内にまとめるࣈ

中
級
3

� 複雑な話題についてよりߴ度な表現ʢ໊ࢺ化、
࿈用中ࢭ法、దなଓࢺ、χϡΞンスをՃ
͑た表現なͲʣを使ってड़ることができる。

� 論理的に意ݟをड़たりʢデΟスΧογϣンʣ、
段落を用いて論理的な文章を書くことができ
るʢং論・ຊ論・݁論のあるレポートʣ。

3 説ಘ力のある �� 程度のプレゼンテーγϣン
ができるʢ有効なഔ体の使用ʣ。

ষཱͯ͞Εͨจࣜܗのレϙーτ࡞ʜ �
レポート࡞成のա程をֶͿ。ᶃϚΠンドϚοプで
ϒレΠンストーϛンά、ᶄ中৺文を意ࣝした文章
構成、ᶅ૬ޓにίϝントし߹い構成や内容をݕ౼。

ෳのใΛ·とΊΔϒοΫτーΫʜ� �� 3
、味のあるテーϚについてओுのҟなる複数のຊڵ
をまとめڌ事、αΠトを୳し、各ओுとͦのࠜه
てޱ಄でൃ表する。

中
級
2

� ༷ʑな話題についてよりదな表現を使って
ड़ることができるʢྨࣅ表現の使いけ、
データの使用ʣ。

� よりదに文章を組み立て、明確に意ݟをड़
ることができるʢデータ・ࠜڌのఏࣔʣ。

3 わかりやすくスϐーνやプレゼンテーγϣン
をすることができるʢؒ࣌・ྔに応͡たௐ、
内容の要ʣ。

Ͱࣔࣾ͢ձࣄのൃ表ʜ� � �
ࣾձ事象をࣔす数データをूめ、ͦのデータの
みをఏࣔしてޱ಄で説明をする。
ෳஈམ͔ΒͳΔઆ໌จΛॻ͖ɺϙελーൃ表ʜ
�� 3

डけखがらないことをかりやすく説明するた
め、複数段落からなる説明文を書き、എܠなͲの
。をՃ͑てポスターにまとめるڌࠜ

中
級
1

� ΞΧデϛοΫな໘で必要な表現を使うこと
ができるʢ書き言༿と話しことのҧいの理
解、指ࣔࢺ、理༝・目的・݁Ռ・ൺֱ・ఆٛ
の表現の使用ʣ。

� దに文章を組み立て、هड़・表現することが
できるʢ段落を用いた文章のల։ʣ。

3 意ݟをड़たり、まとまった内容を �、3 程
度でൃ表することができる。

୯จ͔ΒஈམɿจষΛॻ͖ɺʮͰ͢·͢ମʯͰεϐーνʜ
� �� 3

単文で書いた͑ߟを段落へまとめていく。文体の
౷Ұを意ࣝし、「である体」で書いた文章を「です
ます体」にม͑、ฉきखを意ࣝしてスϐーνする。

த͔�ڃΒͤΔʮࣗ分のઐʯʜ� �� 3
専門についてൃ表を行うことで、日ຊ語で
͑られるというࣗ৴をつける。語の使用、スラ
Πドのでฉきखに͑る。



表 �　レベルผߦޠݴಈඪ

レベル やりとり 理　　解 表　　現

多 

文 

化 

交 

流 

科 

目

➢ࣗの意ݟを論理的に͑、૬खを
説ಘすることができる。

➢খάループで理解をڞ有し、各ࣗの
意ݟを出し߹い、まとめることが
できる。

➢ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌ
たすことができる。

➢専門Ոの解説に対してదに反応、
࣭することができる。

➢目的と໘にあわͤてదな文໘で
ϝールを書くことができる。

➢ֶज़的な内容をৄ細に理解すること
ができる。

➢内容を客観的に理解し、身ۙな事ฑ
に引きつけて͑ߟることができる。

➢目的に応͡て必要なใをదな方
法でࡧݕ・ऩूすることができる。

➢ಘられたใをదに理、ਫ਼ࠪし、
出すことݟ有のテーϚや՝題をݻ
ができる。

➢ऩूしたใ・データをదな方法
でूܭ・ੳし、目的に応͡て活
用することができる。

➢理解した内容とࣗの意ݟを、わか
りやすく؆ུにまとめてൃ表する
ことができる。

➢ௐた内容とࣗの意ݟを、説ಘ力
ある文章にまとめることができる。

を立ててےした内容についてಓֶݟ➢
論理的に文章化することができる。

➢目的に߹ったௐࠪ方法をݕ౼し、実
。することができるࢪ

➢実際の活動のܭըを組み立て、明ࣔ
化した্で実ફすることができる。

上�

級

૬༰Εな͍話໘ʹ͓͍ͯ、ฏ
ʹҙݟΛڞ༗ͭͭ͠、ͬͱޮ
Ռతなํ๏Ͱٞ論͠߹ͬͯ૬ޓཧղ
Λಋく͜ͱͰ、ڞ௨ͷ目తͷୡʹ
༩すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻد

目తʹԠͯ͡ใΛूΊ、ߴな内
༰Λৄࡉʹཧղ͠、ੳ、活༻すΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

510 Λྀͨ͠దな語۟Λબ
͠、説ಘྗͷ͋Δදٕݱ๏Λ༻͍ͯ
ޮՌతʹهड़・දݱͰ͖Δɻ

中�

級�

3

͕ࣗ言͍͍ͨ͜ͱΛ༷ʑなදݱΛ
ޮՌతʹྲྀͯͬெ͔ͭࣗવʹදݱ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖、૬खʹରͯ͠ॊೈ
ʹޮՌతʹରԠすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

トピοΫʹؔなく、くͯෳࡶな
内༰ΛৄࡉʹཧղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ෳࡶな話ʹ͍ͭͯ、論ཧతʹ໌ྎ
すΔ͜ͱ͕Ͱݱड़・දهʹࡉৄ͔ͭ
͖Δɻ

中�

級�

2

ΑΓ෯広͍話ʹ͍ͭͯ、ਖ਼֬ʹ言
༿Λ͜͏ͱ͕Ͱ͖、ͦͷʹ;͞
Θ͍͠ஸೡ͞Ͱ、͓͍ޓʹストレス
Λ͡ײΔ͜ͱなく、ର話ؔΛҡ
な͕ΒࣗવʹΓͱΓ͕Ͱ͖Δɻ࣋͠

దなϦιースΛ͍、༷ʑな目త
内༰ͷछྨʹ߹Θͤͯ読Έํ・聞
͖ํΛม͑な͕Β、ポΠントΛཧղ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

༷ʑな話ʹ͍ͭͯ、ؔ࿈すΔใ
Λ活༻͠な͕Β、໌͔֬ͭৄهʹࡉ
ड़・දݱすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

中�

級�

1

日常తな話͚ͩͰなく、ඇ日常త
Ͱநతな話ʹ͍ͭͯ、ࣗͷ
ҙݟΛද໌ͨ͠Γ、ใΛ交換ͨ͠
Γ、話͠߹͍ΛすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

؆ܿな࣮ؔࣄͷ内༰Λ、ेʹཧ
ղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ΑΓ広͍ൣғͷࣄฑʹ͍ͭͯ、͋Δ
ఔ·ͱ·ͬͨ内༰Λ、ਖ਼֬Ͱద
な語۟文Λهͯͬड़・දݱすΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

初 

級 

4

ࣗがఆしていないঢ়گに͓いて
も、ֶΜͩ語۟や文を使って、૬ख
のڠ力をಘられれ、ࣗの意ݟを
表明したり、ใを交したりでき
る。

短い؆単な内容を理解することがで
きる。

ࣗの身のपりやؔ৺のある事ฑに
ついて、ある程度まとまった内容を、
झࢫが通͡る程度に表現することが
できる。

初 

級 

3

ࣗがఆしているൣғで、ֶΜͩ
語۟や文からબして、૬खのڠ力
をಘられれやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文を理解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑを、短い語
۟や文をฒて表現することができ
る。

初 

級 

2
／
1

ࣗがఆしているൣғで、جຊ的
な言いճしを使って、૬खのڠ力を
ಘられれ؆単なやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文のうͪ、͝くجຊ的なものを理
解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑについて、
短い語۟や文で表現することができ
る。

表 ���　やりとり

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 複߹的にབྷみ߹ったり૬ޓのओ観がͿつかり߹
うঢ়گʢ࣏࢟・ࠩ別のようなॾࣾձ題、
རが૬反する໘なͲʣをճආすることなく、
。的に対応することができるۃੵ

� 立のҧいによるओுを交ব、説ಘ、ௐしな
がら、ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌたす
ことができる。

3 ଞਓの意ݟやίϝントにॊೈに反応しʢ্खに
反論・గ正、反応に応͡て話し方をม͑るʣ、的
確な࣭・ίϝントを行うことで、શ体のԁ
なਐ行に立てることができる。

ରのΛ࡞ΔϑΝγϦςーγϣϯ࣮ફʜ
� � 3

正解の出にくいテーϚをઃఆして対話を実ફし、う
まくਐΜͩか൱か、ͦれはなͥかをࣨڭ、͑ߟ֎の
対話につな͛る。
Λ༧ଌ͢ΔσΟベーτ࣮ફʜ� � 3
࣏的ओ題なͲについてߠఆ・൱ఆにかれ、立
論͓よͼ૬खの意ݟを༧ଌした反論を組み立てる。
ジャοジのϦΞルタΠϜΞϊテーγϣンとともにৼ
りฦりが行われる。

中
級
3

� 複雑でߴ度な話題ʢࡁܦ・࣏・法・化ֶな
Ͳʣについて、ޓいのใ・意ݟを有効に活用し、
やりとりすることができる。

� 話しにくい事ฑについても、૬खのؾをす
ることなく、దな表現を使ってड़ることが
できるʢ΅かしや言いさし表現なͲの使用ʣ。

3 ʢԕճしな表現なͲʣඍົなχϡΞンスにӅされ
た言֎の意味ʢࣾձ的習׳ʣを理解し、正しく
反応することができる。

ຊのٙ解ܾϛχドϥϚʜ� � 

文化的ຎࡲの事例をಡみ、解ܾࡦをؚΉγφϦΦを
Өする。目্をஔし待遇表現ࡱってドラϚを࡞
を使う。
ֶੜࣗ࡞のՌΛࡐڭʹͨ͠σΟεΧογϣϯʜ
� 3

ֶੜࣗらԻしたϩールプレΠと࡞成したϝールを
にશ体デΟ࣍、ྉに、まͣϐΞレスポンスを行いࡐ
スΧογϣンでͮؾきをڞ有する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルの話題について、内容の度߹い
をௐしながらやりとりすることができるʢ૬
खのڵ味を༠う、࣭なͲを交͑ながら反応ʣ。

� ໘のվまり度にあったड़方ができるʢ؆単
なલஔき、ఆܕ表現の使用ʣ。

3 ૬खの反応にあわͤてड़方をม͑ることがで
きるʢϑΟラー、૬ͮͪの使用、必要なใの
Ճʣ。

ຊޠϛείϛϡχέーγϣϯ࠲ߨʜ� � 

文化的എܠのҧいからੜ͡うるίϛϡχέーγϣン
のࣦഊ例とͦの解ܾࡦを͑ߟ、解説する。

తΞχϝΞϑレί࣮ફʜ� � 3
உঁ、ྸ、ؔੑによる言༿のҧいを意ࣝしΞϑ
レίをするとともに、ΦϦジφルのଓฤを੍࡞し、
ൃ表する。

中
級
1

� 身ۙな話題ʢࣗの専߈、ࠃの文化・ࣾձʣ
について、っていることやࣗの͑ߟを؆単
にड़たり、૬खにൃ言をٻめたりすることが
できる。

� ૬खにࣗの意ਤを正確に͑ることができる
ʢ話の目的とഎܠを͑る、ଓࢺの使用、話の
内容のम正ʣ。

3 ૬खの話に正しく反応することができるʢฉき
ฦす、ಉௐʣ。

ϑϩーνϟーτʹ基ͮ͘ΠϯλϏϡー࣮ફʜ� �� �
ΫラスϝΠトに立つใを͑るため、日ຊਓに
ΠンタϏϡーする。確実にใをಘるくల։を༧
ଌしϑϩーνャートを࡞って͓く。

ཹֶੜʹΑΔຊͰの͓Έ૬ஊࣨʜ� � 3
ֶੜが日ຊでૺ遇したみを題ࡐに、࢘ձ、૬ஊऀ、
解ܾࡦをఏࣔするճऀにかれ൪組を࡞成する。

表 ���　理解

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 専門ֶज़的な内容ʢߨ ・ٛ解説・論文・ֶ ज़書なͲʣ
を理解し、ࣗの言༿・文຺で説明することが
できる。

� దな方法で必要なใをࡧݕ・ऩू、औࣺબ
することができる。

3 ใをదに理、ਫ਼ࠪすることができるʢ
ใやデータのूܭ、ൺֱ、൷的ੳʣ。

ࣄΛ理解͢ΔͨΊのࡧݕとʁ
ෳのใ͔Βؔ࿈ੑΛ͚ͭݟΔʜ� � � 3
� つのࣾձ的事象についてใࡧݕし、付ᝦでڞ有
してใのؔ࿈ਤを࡞成する。これを܁りฦし、複
数の視・意ݟをऔりࠐΜͩൃ表としてまとめる。
ΈΜͳͰಡΊ理解͕ਐΉ
ΫϦςΟΧルɾϦーσΟϯάʜ� � 3
抽象度のߴいテキストをدͪ࣋り、ΰールとなる
い、ͦこにたͲりつくまでのա程をάループでઃఆ
し、ಡみをਐめていく。

ө૾Λ௨ͨ͠ຊޠɾຊࣾձのଟ֯త理解ʜ 3
日ຊࣾձにؔするテーϚのө૾をもとに、多֯的に
൷的ݕ౼をՃ͑、ຖճࣗの意ݟとしてまとめる。

中
級
3

� より広いジャンルの長くて複雑なൃ話やձ話、
文章を理解することができるʢχϡース、ใ
がෆेなձ話、論説文・ใࢽ・৽ฉه事なͲʣ。

� 複数のストラテジーをదにબしたり組み߹
わͤたりして理解することができるʢスキϛン
άやスキャχンάなͲʣ。

3 話しखや書きखの構成・意ਤにԊって、ৄ細に
内容を理解することができる。

৽ฉ記ࣄͰ༧ଌɺεΩϛϯάɺεΩϟχϯάʜ � �
大ݟ出しから内容を༧ଌする。大ݟ出し・খݟ出し
をつな͛大まかな内容を理解する。ݟ出しのใが
あるݸॴをه事から୳す。

5&%Ͱฉ͘ɾݟΔϚルνϦιーεのεϐーνʜ 3
日ຊ൛ 5&% をݟて、言༿にՃ͑Իௐ、表、身ৼり、
スラΠドをใݯとし、スϐーνから、い・Τϐιー
ド・Ұ൪͑たいՕॴを抽出する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルのまとまったൃ話やձ話、文章
を理解することができるʢ3、� 段落の独話、
語文なͲʣ。

� 目的や内容に応͡て༷ʑなฉき方やಡみ方を使
うことができるʢਤ表のใ・ਓؒؔ・文຺
なͲをଊ͑た༧ଌ・ਪଌʣ。

3 内容のポΠントを確実に理解することができる
ʢ意ਤ・論・ͪ࣋ؾの理解ʣ。

4/4Ͱจܕの༻๏֬ೝʜ �
ಡ解ࡐڭで使用されている文ܕ・表現が、4/4 で、
Ͳのような文຺・ؔੑに͓いて、Կを͑るため
に使用されているかを͑ߟる。
༰Λ理解͢ΔͨΊʹɿϘτϜΞοϓ͔Β
ςΩετの֎ʜ� � 3
指ࣔࢺ、෭ࢺ、文表現なͲの目ҹから文章の࿈ଓ
ੑやల։を理解した্で、খ説なͲ、文章のഎܠ・
ଞのテキストを౿ま͑たಡみ方が必要なものをಡΉ。

中
級
1

� ある程度まとまったൃ話やձ話、文章を理解す
ることができるʢ�、3 段落の独話、ձ話、説明文、
ΤοηΠなͲʣ。

� 使われている文法や語ኮ、表現にもとͮいてϘ
トϜΞοプで理解することができるʢ文章構造、
。的表現、指ࣔ語、文表現なͲʣؒ࣌

3 ॳڃの既習߲目からなる短文や話しことのಛ
があるൃ話ʢԻม化・Իௐʣを正確に理解
することができる。

/),�XFC�FBTZ ͓Αͼ/),�XFCΛԻಡɾಡ解ʜ �
"� � ຕに͓さまるྔのҰൠಡऀけχϡースか
ら内容をਪଌし、֎ࠃਓけχϡースで内容を確ೝ
する。

ਤॻؗΊ͙りと࣍Λར༻ͨ͠ຊのਪનʜ� �
ਤ書ؗでڵ味のあるຊをࡧݕし、目࣍から内容をਪ
ଌして、֓要をάループでൃ表。ฉきखはҰ൪ಡみ
たいຊをબͿ。

σΟΫςーγϣϯͰຊޠのਫ਼ΛߴΊΔʜ� � 3
デΟΫテーγϣンの࡞業を通͡て、ॳڃまでに出て
きた文法・語ኮをࣗで確ೝ・म正し、正確な日ຊ
語習ಘ・ӡ用を目指す。

表 ���　表現

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� ໘に;さわしい表現・ಡみखあるいはฉき
खにとってわかりやすい表現についてྀߟし、
表現を使いけることができるʢ語と語
のόランスʣ。

� ਤや表をదに引用し、࣭・ྔともにదな
ؔ࿈ใを用い、明確な構成ʢྻܥ࣌・แؚ・
対立なͲʣを以てఏࣔし、هड़・表現できる。

3 ѻうトϐοΫについてのؔ࿈ใをదٓՃ͑、
ड़・表現でهいて論理的かつৄ細にͮجにڌࠜ
きるʢレジϡϝ・スラΠドの使用、明確な構造
を࣋つ長いൃ表、説ಘ力のある表現の使用ʣ。

や͍͞͠ຊޠͰதֶڃੜの࣭ʹ͑Δʜ� � �
中ڃのֶੜからの࣭に͑るため、語を中৺
とする「やさしい日ຊ語」とਤ表を用いてࢿྉを
のֶੜにかりにくいॴを指ఠしڃ成する。中࡞
てもらう。

৽ฉʹҙݟॻΛͯ͠ߘΈΑ͏ʜ� 3
ࣾձ題について複数の文ݙを用いてௐࠪした্
で、ಡみखをఆし、意ݟ文を「ですます体」で
��� 。以内にまとめるࣈ

中
級
3

� 複雑な話題についてよりߴ度な表現ʢ໊ࢺ化、
࿈用中ࢭ法、దなଓࢺ、χϡΞンスをՃ
͑た表現なͲʣを使ってड़ることができる。

� 論理的に意ݟをड़たりʢデΟスΧογϣンʣ、
段落を用いて論理的な文章を書くことができ
るʢং論・ຊ論・݁論のあるレポートʣ。

3 説ಘ力のある �� 程度のプレゼンテーγϣン
ができるʢ有効なഔ体の使用ʣ。

ষཱͯ͞Εͨจࣜܗのレϙーτ࡞ʜ �
レポート࡞成のա程をֶͿ。ᶃϚΠンドϚοプで
ϒレΠンストーϛンά、ᶄ中৺文を意ࣝした文章
構成、ᶅ૬ޓにίϝントし߹い構成や内容をݕ౼。

ෳのใΛ·とΊΔϒοΫτーΫʜ� �� 3
、味のあるテーϚについてओுのҟなる複数のຊڵ
をまとめڌ事、αΠトを୳し、各ओுとͦのࠜه
てޱ಄でൃ表する。

中
級
2

� ༷ʑな話題についてよりదな表現を使って
ड़ることができるʢྨࣅ表現の使いけ、
データの使用ʣ。

� よりదに文章を組み立て、明確に意ݟをड़
ることができるʢデータ・ࠜڌのఏࣔʣ。

3 わかりやすくスϐーνやプレゼンテーγϣン
をすることができるʢؒ࣌・ྔに応͡たௐ、
内容の要ʣ。

Ͱࣔࣾ͢ձࣄのൃ表ʜ� � �
ࣾձ事象をࣔす数データをूめ、ͦのデータの
みをఏࣔしてޱ಄で説明をする。
ෳஈམ͔ΒͳΔઆ໌จΛॻ͖ɺϙελーൃ表ʜ
�� 3

डけखがらないことをかりやすく説明するた
め、複数段落からなる説明文を書き、എܠなͲの
。をՃ͑てポスターにまとめるڌࠜ

中
級
1

� ΞΧデϛοΫな໘で必要な表現を使うこと
ができるʢ書き言༿と話しことのҧいの理
解、指ࣔࢺ、理༝・目的・݁Ռ・ൺֱ・ఆٛ
の表現の使用ʣ。

� దに文章を組み立て、هड़・表現することが
できるʢ段落を用いた文章のల։ʣ。

3 意ݟをड़たり、まとまった内容を �、3 程
度でൃ表することができる。

୯จ͔ΒஈམɿจষΛॻ͖ɺʮͰ͢·͢ମʯͰεϐーνʜ
� �� 3

単文で書いた͑ߟを段落へまとめていく。文体の
౷Ұを意ࣝし、「である体」で書いた文章を「です
ます体」にม͑、ฉきखを意ࣝしてスϐーνする。

த͔�ڃΒͤΔʮࣗ分のઐʯʜ� �� 3
専門についてൃ表を行うことで、日ຊ語で
͑られるというࣗ৴をつける。語の使用、スラ
Πドのでฉきखに͑る。



表 �　レベルผߦޠݴಈඪ

レベル やりとり 理　　解 表　　現

多 

文 

化 

交 

流 

科 

目

➢ࣗの意ݟを論理的に͑、૬खを
説ಘすることができる。

➢খάループで理解をڞ有し、各ࣗの
意ݟを出し߹い、まとめることが
できる。

➢ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌ
たすことができる。

➢専門Ոの解説に対してదに反応、
࣭することができる。

➢目的と໘にあわͤてదな文໘で
ϝールを書くことができる。

➢ֶज़的な内容をৄ細に理解すること
ができる。

➢内容を客観的に理解し、身ۙな事ฑ
に引きつけて͑ߟることができる。

➢目的に応͡て必要なใをదな方
法でࡧݕ・ऩूすることができる。

➢ಘられたใをదに理、ਫ਼ࠪし、
出すことݟ有のテーϚや՝題をݻ
ができる。

➢ऩूしたใ・データをదな方法
でूܭ・ੳし、目的に応͡て活
用することができる。

➢理解した内容とࣗの意ݟを、わか
りやすく؆ུにまとめてൃ表する
ことができる。

➢ௐた内容とࣗの意ݟを、説ಘ力
ある文章にまとめることができる。

を立ててےした内容についてಓֶݟ➢
論理的に文章化することができる。

➢目的に߹ったௐࠪ方法をݕ౼し、実
。することができるࢪ

➢実際の活動のܭըを組み立て、明ࣔ
化した্で実ફすることができる。

上�

級

૬༰Εな͍話໘ʹ͓͍ͯ、ฏ
ʹҙݟΛڞ༗ͭͭ͠、ͬͱޮ
Ռతなํ๏Ͱٞ論͠߹ͬͯ૬ޓཧղ
Λಋく͜ͱͰ、ڞ௨ͷ目తͷୡʹ
༩すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻد

目తʹԠͯ͡ใΛूΊ、ߴな内
༰Λৄࡉʹཧղ͠、ੳ、活༻すΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

510 Λྀͨ͠దな語۟Λબ
͠、説ಘྗͷ͋Δදٕݱ๏Λ༻͍ͯ
ޮՌతʹهड़・දݱͰ͖Δɻ

中�

級�

3

͕ࣗ言͍͍ͨ͜ͱΛ༷ʑなදݱΛ
ޮՌతʹྲྀͯͬெ͔ͭࣗવʹදݱ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖、૬खʹରͯ͠ॊೈ
ʹޮՌతʹରԠすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

トピοΫʹؔなく、くͯෳࡶな
内༰ΛৄࡉʹཧղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ෳࡶな話ʹ͍ͭͯ、論ཧతʹ໌ྎ
すΔ͜ͱ͕Ͱݱड़・දهʹࡉৄ͔ͭ
͖Δɻ

中�

級�

2

ΑΓ෯広͍話ʹ͍ͭͯ、ਖ਼֬ʹ言
༿Λ͜͏ͱ͕Ͱ͖、ͦͷʹ;͞
Θ͍͠ஸೡ͞Ͱ、͓͍ޓʹストレス
Λ͡ײΔ͜ͱなく、ର話ؔΛҡ
な͕ΒࣗવʹΓͱΓ͕Ͱ͖Δɻ࣋͠

దなϦιースΛ͍、༷ʑな目త
内༰ͷछྨʹ߹Θͤͯ読Έํ・聞
͖ํΛม͑な͕Β、ポΠントΛཧղ
すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

༷ʑな話ʹ͍ͭͯ、ؔ࿈すΔใ
Λ活༻͠な͕Β、໌͔֬ͭৄهʹࡉ
ड़・දݱすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

中�

級�

1

日常తな話͚ͩͰなく、ඇ日常త
Ͱநతな話ʹ͍ͭͯ、ࣗͷ
ҙݟΛද໌ͨ͠Γ、ใΛ交換ͨ͠
Γ、話͠߹͍ΛすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

؆ܿな࣮ؔࣄͷ内༰Λ、ेʹཧ
ղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ΑΓ広͍ൣғͷࣄฑʹ͍ͭͯ、͋Δ
ఔ·ͱ·ͬͨ内༰Λ、ਖ਼֬Ͱద
な語۟文Λهͯͬड़・දݱすΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

初 

級 

4

ࣗがఆしていないঢ়گに͓いて
も、ֶΜͩ語۟や文を使って、૬ख
のڠ力をಘられれ、ࣗの意ݟを
表明したり、ใを交したりでき
る。

短い؆単な内容を理解することがで
きる。

ࣗの身のपりやؔ৺のある事ฑに
ついて、ある程度まとまった内容を、
झࢫが通͡る程度に表現することが
できる。

初 

級 

3

ࣗがఆしているൣғで、ֶΜͩ
語۟や文からબして、૬खのڠ力
をಘられれやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文を理解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑを、短い語
۟や文をฒて表現することができ
る。

初 

級 

2
／
1

ࣗがఆしているൣғで、جຊ的
な言いճしを使って、૬खのڠ力を
ಘられれ؆単なやりとりができる。

よくࣖにしたり目にしたりする語۟
や文のうͪ、͝くجຊ的なものを理
解することができる。

ࣗにとって身ۙな事ฑについて、
短い語۟や文で表現することができ
る。

表 ���　やりとり

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 複߹的にབྷみ߹ったり૬ޓのओ観がͿつかり߹
うঢ়گʢ࣏࢟・ࠩ別のようなॾࣾձ題、
རが૬反する໘なͲʣをճආすることなく、
。的に対応することができるۃੵ

� 立のҧいによるओுを交ব、説ಘ、ௐしな
がら、ϑΝγϦテーターとしてのׂをՌたす
ことができる。

3 ଞਓの意ݟやίϝントにॊೈに反応しʢ্खに
反論・గ正、反応に応͡て話し方をม͑るʣ、的
確な࣭・ίϝントを行うことで、શ体のԁ
なਐ行に立てることができる。

ରのΛ࡞ΔϑΝγϦςーγϣϯ࣮ફʜ
� � 3

正解の出にくいテーϚをઃఆして対話を実ફし、う
まくਐΜͩか൱か、ͦれはなͥかをࣨڭ、͑ߟ֎の
対話につな͛る。
Λ༧ଌ͢ΔσΟベーτ࣮ફʜ� � 3
࣏的ओ題なͲについてߠఆ・൱ఆにかれ、立
論͓よͼ૬खの意ݟを༧ଌした反論を組み立てる。
ジャοジのϦΞルタΠϜΞϊテーγϣンとともにৼ
りฦりが行われる。

中
級
3

� 複雑でߴ度な話題ʢࡁܦ・࣏・法・化ֶな
Ͳʣについて、ޓいのใ・意ݟを有効に活用し、
やりとりすることができる。

� 話しにくい事ฑについても、૬खのؾをす
ることなく、దな表現を使ってड़ることが
できるʢ΅かしや言いさし表現なͲの使用ʣ。

3 ʢԕճしな表現なͲʣඍົなχϡΞンスにӅされ
た言֎の意味ʢࣾձ的習׳ʣを理解し、正しく
反応することができる。

ຊのٙ解ܾϛχドϥϚʜ� � 

文化的ຎࡲの事例をಡみ、解ܾࡦをؚΉγφϦΦを
Өする。目্をஔし待遇表現ࡱってドラϚを࡞
を使う。
ֶੜࣗ࡞のՌΛࡐڭʹͨ͠σΟεΧογϣϯʜ
� 3

ֶੜࣗらԻしたϩールプレΠと࡞成したϝールを
にશ体デΟ࣍、ྉに、まͣϐΞレスポンスを行いࡐ
スΧογϣンでͮؾきをڞ有する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルの話題について、内容の度߹い
をௐしながらやりとりすることができるʢ૬
खのڵ味を༠う、࣭なͲを交͑ながら反応ʣ。

� ໘のվまり度にあったड़方ができるʢ؆単
なલஔき、ఆܕ表現の使用ʣ。

3 ૬खの反応にあわͤてड़方をม͑ることがで
きるʢϑΟラー、૬ͮͪの使用、必要なใの
Ճʣ。

ຊޠϛείϛϡχέーγϣϯ࠲ߨʜ� � 

文化的എܠのҧいからੜ͡うるίϛϡχέーγϣン
のࣦഊ例とͦの解ܾࡦを͑ߟ、解説する。

తΞχϝΞϑレί࣮ફʜ� � 3
உঁ、ྸ、ؔੑによる言༿のҧいを意ࣝしΞϑ
レίをするとともに、ΦϦジφルのଓฤを੍࡞し、
ൃ表する。

中
級
1

� 身ۙな話題ʢࣗの専߈、ࠃの文化・ࣾձʣ
について、っていることやࣗの͑ߟを؆単
にड़たり、૬खにൃ言をٻめたりすることが
できる。

� ૬खにࣗの意ਤを正確に͑ることができる
ʢ話の目的とഎܠを͑る、ଓࢺの使用、話の
内容のम正ʣ。

3 ૬खの話に正しく反応することができるʢฉき
ฦす、ಉௐʣ。

ϑϩーνϟーτʹ基ͮ͘ΠϯλϏϡー࣮ફʜ� �� �
ΫラスϝΠトに立つใを͑るため、日ຊਓに
ΠンタϏϡーする。確実にใをಘるくల։を༧
ଌしϑϩーνャートを࡞って͓く。

ཹֶੜʹΑΔຊͰの͓Έ૬ஊࣨʜ� � 3
ֶੜが日ຊでૺ遇したみを題ࡐに、࢘ձ、૬ஊऀ、
解ܾࡦをఏࣔするճऀにかれ൪組を࡞成する。

表 ���　理解

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� 専門ֶज़的な内容ʢߨ ・ٛ解説・論文・ֶ ज़書なͲʣ
を理解し、ࣗの言༿・文຺で説明することが
できる。

� దな方法で必要なใをࡧݕ・ऩू、औࣺબ
することができる。

3 ใをదに理、ਫ਼ࠪすることができるʢ
ใやデータのूܭ、ൺֱ、൷的ੳʣ。

ࣄΛ理解͢ΔͨΊのࡧݕとʁ
ෳのใ͔Βؔ࿈ੑΛ͚ͭݟΔʜ� � � 3
� つのࣾձ的事象についてใࡧݕし、付ᝦでڞ有
してใのؔ࿈ਤを࡞成する。これを܁りฦし、複
数の視・意ݟをऔりࠐΜͩൃ表としてまとめる。
ΈΜͳͰಡΊ理解͕ਐΉ
ΫϦςΟΧルɾϦーσΟϯάʜ� � 3
抽象度のߴいテキストをدͪ࣋り、ΰールとなる
い、ͦこにたͲりつくまでのա程をάループでઃఆ
し、ಡみをਐめていく。

ө૾Λ௨ͨ͠ຊޠɾຊࣾձのଟ֯త理解ʜ 3
日ຊࣾձにؔするテーϚのө૾をもとに、多֯的に
൷的ݕ౼をՃ͑、ຖճࣗの意ݟとしてまとめる。

中
級
3

� より広いジャンルの長くて複雑なൃ話やձ話、
文章を理解することができるʢχϡース、ใ
がෆेなձ話、論説文・ใࢽ・৽ฉه事なͲʣ。

� 複数のストラテジーをదにબしたり組み߹
わͤたりして理解することができるʢスキϛン
άやスキャχンάなͲʣ。

3 話しखや書きखの構成・意ਤにԊって、ৄ細に
内容を理解することができる。

৽ฉ記ࣄͰ༧ଌɺεΩϛϯάɺεΩϟχϯάʜ � �
大ݟ出しから内容を༧ଌする。大ݟ出し・খݟ出し
をつな͛大まかな内容を理解する。ݟ出しのใが
あるݸॴをه事から୳す。

5&%Ͱฉ͘ɾݟΔϚルνϦιーεのεϐーνʜ 3
日ຊ൛ 5&% をݟて、言༿にՃ͑Իௐ、表、身ৼり、
スラΠドをใݯとし、スϐーνから、い・Τϐιー
ド・Ұ൪͑たいՕॴを抽出する。

中
級
2

� ༷ʑなジャンルのまとまったൃ話やձ話、文章
を理解することができるʢ3、� 段落の独話、
語文なͲʣ。

� 目的や内容に応͡て༷ʑなฉき方やಡみ方を使
うことができるʢਤ表のใ・ਓؒؔ・文຺
なͲをଊ͑た༧ଌ・ਪଌʣ。

3 内容のポΠントを確実に理解することができる
ʢ意ਤ・論・ͪ࣋ؾの理解ʣ。

4/4Ͱจܕの༻๏֬ೝʜ �
ಡ解ࡐڭで使用されている文ܕ・表現が、4/4 で、
Ͳのような文຺・ؔੑに͓いて、Կを͑るため
に使用されているかを͑ߟる。
༰Λ理解͢ΔͨΊʹɿϘτϜΞοϓ͔Β
ςΩετの֎ʜ� � 3
指ࣔࢺ、෭ࢺ、文表現なͲの目ҹから文章の࿈ଓ
ੑやల։を理解した্で、খ説なͲ、文章のഎܠ・
ଞのテキストを౿ま͑たಡみ方が必要なものをಡΉ。

中
級
1

� ある程度まとまったൃ話やձ話、文章を理解す
ることができるʢ�、3 段落の独話、ձ話、説明文、
ΤοηΠなͲʣ。

� 使われている文法や語ኮ、表現にもとͮいてϘ
トϜΞοプで理解することができるʢ文章構造、
。的表現、指ࣔ語、文表現なͲʣؒ࣌

3 ॳڃの既習߲目からなる短文や話しことのಛ
があるൃ話ʢԻม化・Իௐʣを正確に理解
することができる。

/),�XFC�FBTZ ͓Αͼ/),�XFCΛԻಡɾಡ解ʜ �
"� � ຕに͓さまるྔのҰൠಡऀけχϡースか
ら内容をਪଌし、֎ࠃਓけχϡースで内容を確ೝ
する。

ਤॻؗΊ͙りと࣍Λར༻ͨ͠ຊのਪનʜ� �
ਤ書ؗでڵ味のあるຊをࡧݕし、目࣍から内容をਪ
ଌして、֓要をάループでൃ表。ฉきखはҰ൪ಡみ
たいຊをબͿ。

σΟΫςーγϣϯͰຊޠのਫ਼ΛߴΊΔʜ� � 3
デΟΫテーγϣンの࡞業を通͡て、ॳڃまでに出て
きた文法・語ኮをࣗで確ೝ・म正し、正確な日ຊ
語習ಘ・ӡ用を目指す。

表 ���　表現

レベル εçΩçル त　׆　ۀ　ಈ

上
級

� ໘に;さわしい表現・ಡみखあるいはฉき
खにとってわかりやすい表現についてྀߟし、
表現を使いけることができるʢ語と語
のόランスʣ。

� ਤや表をదに引用し、࣭・ྔともにదな
ؔ࿈ใを用い、明確な構成ʢྻܥ࣌・แؚ・
対立なͲʣを以てఏࣔし、هड़・表現できる。

3 ѻうトϐοΫについてのؔ࿈ใをదٓՃ͑、
ड़・表現でهいて論理的かつৄ細にͮجにڌࠜ
きるʢレジϡϝ・スラΠドの使用、明確な構造
を࣋つ長いൃ表、説ಘ力のある表現の使用ʣ。

や͍͞͠ຊޠͰதֶڃੜの࣭ʹ͑Δʜ� � �
中ڃのֶੜからの࣭に͑るため、語を中৺
とする「やさしい日ຊ語」とਤ表を用いてࢿྉを
のֶੜにかりにくいॴを指ఠしڃ成する。中࡞
てもらう。

৽ฉʹҙݟॻΛͯ͠ߘΈΑ͏ʜ� 3
ࣾձ題について複数の文ݙを用いてௐࠪした্
で、ಡみखをఆし、意ݟ文を「ですます体」で
��� 。以内にまとめるࣈ

中
級
3

� 複雑な話題についてよりߴ度な表現ʢ໊ࢺ化、
࿈用中ࢭ法、దなଓࢺ、χϡΞンスをՃ
͑た表現なͲʣを使ってड़ることができる。

� 論理的に意ݟをड़たりʢデΟスΧογϣンʣ、
段落を用いて論理的な文章を書くことができ
るʢং論・ຊ論・݁論のあるレポートʣ。

3 説ಘ力のある �� 程度のプレゼンテーγϣン
ができるʢ有効なഔ体の使用ʣ。

ষཱͯ͞Εͨจࣜܗのレϙーτ࡞ʜ �
レポート࡞成のա程をֶͿ。ᶃϚΠンドϚοプで
ϒレΠンストーϛンά、ᶄ中৺文を意ࣝした文章
構成、ᶅ૬ޓにίϝントし߹い構成や内容をݕ౼。

ෳのใΛ·とΊΔϒοΫτーΫʜ� �� 3
、味のあるテーϚについてओுのҟなる複数のຊڵ
をまとめڌ事、αΠトを୳し、各ओுとͦのࠜه
てޱ಄でൃ表する。

中
級
2

� ༷ʑな話題についてよりదな表現を使って
ड़ることができるʢྨࣅ表現の使いけ、
データの使用ʣ。

� よりదに文章を組み立て、明確に意ݟをड़
ることができるʢデータ・ࠜڌのఏࣔʣ。

3 わかりやすくスϐーνやプレゼンテーγϣン
をすることができるʢؒ࣌・ྔに応͡たௐ、
内容の要ʣ。

Ͱࣔࣾ͢ձࣄのൃ表ʜ� � �
ࣾձ事象をࣔす数データをूめ、ͦのデータの
みをఏࣔしてޱ಄で説明をする。
ෳஈམ͔ΒͳΔઆ໌จΛॻ͖ɺϙελーൃ表ʜ
�� 3

डけखがらないことをかりやすく説明するた
め、複数段落からなる説明文を書き、എܠなͲの
。をՃ͑てポスターにまとめるڌࠜ

中
級
1

� ΞΧデϛοΫな໘で必要な表現を使うこと
ができるʢ書き言༿と話しことのҧいの理
解、指ࣔࢺ、理༝・目的・݁Ռ・ൺֱ・ఆٛ
の表現の使用ʣ。

� దに文章を組み立て、هड़・表現することが
できるʢ段落を用いた文章のల։ʣ。

3 意ݟをड़たり、まとまった内容を �、3 程
度でൃ表することができる。

୯จ͔ΒஈམɿจষΛॻ͖ɺʮͰ͢·͢ମʯͰεϐーνʜ
� �� 3

単文で書いた͑ߟを段落へまとめていく。文体の
౷Ұを意ࣝし、「である体」で書いた文章を「です
ます体」にม͑、ฉきखを意ࣝしてスϐーνする。

த͔�ڃΒͤΔʮࣗ分のઐʯʜ� �� 3
専門についてൃ表を行うことで、日ຊ語で
͑られるというࣗ৴をつける。語の使用、スラ
Πドのでฉきखに͑る。
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　表2-1～2-3がそれぞれ「やりとり」「理解」「表現」のモード別一覧表である。これは、表1の中上級4レベルの「言語行動目標」を
達成するための「スキル」と、それに有効な「授業活動」を記述したものである。表中、レベルの分類基準と記載基準は以下の通りで
あり、「記載基準」の1～3は、表2-1～2-3の「スキル」「授業活動」欄の1～3にそれぞれ対応している。

モード レベルの分類基準 記　載　基　準

やりとり

・日常的な話題から抽象的な話題へ
・大まかな説明から細かい説明へ
・命題重視から待遇重視へ
・短い表出・理解から長い表出・理解へ
・既習内容の活用から応用へ

� 内容の幅と深さ

� 働きかけ

3 反応

理　　解

・短いものから長いものへ
・事実説明から幅広く専門的なジャンルへ
・単独のストラテジーから複雑かつ複数のストラテジー使用へ
・大まかな理解から速く正確な理解へ
・既習内容の確実な理解から応用へ

� 対象となる内容

� ストラテジー

3 解釈レベルの程度

表　　現

・ レポートを書くためのパーツから段落のある論理的な構造のある文章へ
・正確でより複雑な表現へ
・データや引用を用いたより客観的で論理的なものへ
・短いものから長いプレゼンへ

� 使われる表現

� 組み立て能力

3 プレゼン技法

　なお、初級は目的、対象、期間等の異なるコースが複数並行して行われていることから、モード別にせず、従来の「文
法」「口頭表現」「漢字語彙」の3科目で表1の言語行動目標に基づいて行っている。

　3モード別に掲載されている「言語行動目標」「スキル」「授業活動」が意味するものは、以下の通りである。

「言語行動目標」 ： 「多文化交流科目」の目的を達成するために、各レベルでできるようになることを目指すもの

「　スキル　」  ：  言語行動目標を可能にするために、各レベルで身に付けることが必要となる具体的な言語行動

「 授 業 活 動 」  ：  各スキルを身につける有効な方法として、実際に授業の中で行った活動の具体例

〈北海道大学日本語スタンダーズとは〉

1
課題を認識する

●分析力　

●情報収集力

●多様性への気づき

●異文化理解

●課題発見

やଞऀの話をฉき、ͦの内容を客観的にѲ・理解ٛߨ・
することができる。

・దなใをࡧݕ・ऩूし、ͦれを理・ਫ਼ࠪすること
ができる。

・ҟなる文化・Ձ観・ଶ度をଚ重することができる。
・ࣗの語や文化について客観的に͑ߟることができる。
やࣗらௐてಘたใを、身ۙな事ฑに引き付けてٛߨ・

ることができる。また、ͦの՝題を指ఠすることがで͑ߟ
きる。

2
ともに考える

●ファシリテーション

●説得力

●論理的思考力

●ディスカッション

●コミュニケーション力

・ࣗの意ݟをわかりやすく؆ܿにまとめ、ͦれをάループ
やνーϜでاը・ӡӦにつな͛ることができる。

・ࣗの意ݟを論理的にॱং立てて͑、૬खを説ಘする
ことができる。

・客観的なデータにͮجき、ࣗのओுを論理的に組み立
てることができる。

・άループで理解をڞ有し、ٞ論することができる。
・૬खの意ݟに対し、దかつॊೈに対応・࣭すること

ができる。

3
解決に向け
実行する

●チームワーク

●リーダーシップ

●交渉力

●情報活用力

・άループやνーϜでの活動でࣗのׂをݟつけ、ੵۃ的
に行動できる。

いにྀしつつ、άループやνーϜでの活動をલਐさͤޓ・
ることができる。

力して՝題にऔり組Ήことができڠ、をଚ重しݟいの意ޓ・
る。活動のなかでޓいのଥڠをݟつけることができる。

・ऩूしたใ・ࢿྉをదな方法でੳし、໘・目的
に応͡て活用することができる。

　それに伴い、従来の「読む」「聞く」「書く」「話す」の 4 技能に、「漢字語彙」と「文法」を加え
た 6 科目でなされていた日本語コースのカリキュラムを改編し、留学生と日本人学生が協働して行う活
動を支える「ことば」「コミュニケーション」としての日本語教育を提供している。本スタンダーズ（表 1
～2）はそのために必要な日本語とは何か、具体的にどんなことをするかを「レベル別」および「モー
ド別」に記述したものである。

　本機関は、留学生と日本人学生がともに学び、様々な社会的問題の解決に向けた新たな手段、
文化を継続的かつ具体的に生み出していけるような、新しい社会構築のための即戦力となる人材
養成を目指している。そのために、平成 23 年度より外国人留学生と日本人学生が協働して学ぶ
交流授業「多文化交流科目」を創設し、本機関で提供する日本語コースの中核に据えている。「多
文化交流科目」で育成を目指すスキルは以下の通り、大きく3 つに分けることができる。

多文化交流科目で育成を目指すスキル

①やりとりモード ②理解モード ③表現モード

話す・聞く
（日常会話、討論、電話など）

書く・読む
（メール交換など）

聞く
（テレビ、ラジオ、放送、案内、講義など）

読む
（広告、新聞、小説、論文など）

話す
（プレゼンテーション、スピーチなど）

書く
（レポート、ポスターなど）

〈レベル設定〉

　レベルとしては、従来の日本語コースのレベルに合わせて上級1レベル、中級3レベル、初級4レベルの8レベルを設定してい
る。上級は、「多文化交流科目」で必要とされる各スキルの弱い部分を、学習者が自ら選択してトレーニングできるようにトピッ
クまたはスキル別に設定されている。初級レベルで目指すのはいわゆる市販されている初級日本語教材の修了レベルである。
また、「多文化交流科目」は、当初、上級日本語レベルのみを開設していたが、最終的には学習者がレベルを問わず自由に履修
できる方向性を考え、現在は中級レベルの「多文化交流科目」も多数開講しており、将来的に初級レベルの科目開講も目標とし
ている。

〈モード設定〉

　コミュニケーション能力の記述は、21 世紀のグローバル社会を生き抜く資質・能力を獲得し、言語を使ってつながりを作
り、他者と協働して社会を創造していくことを言語教育の目標としている「外国語学習のめやす」（http://www.tjf.or.jp/
meyasu/）を参考に、以下の「やりとり」「理解」「表現」の 3 つのモードで示している。

〈レベル別言語行動目標〉

〈北大日本語スタンダーズモード別一覧表〉

　レベル別に言語行動目標を示したものが表1である。上記「多文化交流科目」で行う活動に必要な言語行動を「やりとり」「理解」
「表現」のモード別に抽出して示し、それらを支える日本語を上級から初級までレベル別に示したものである。


